
最
近
、
約
一
ヶ
月
と
い
う
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
・
ボ
ン
・
ヘ
イ
（
ポ
ナ
・
へ
）
島
で
の
社
会
調
査
に
従
事
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
従
来
か
ら
、
日
本
の
家
族
・
親
族
慣
行
に
関
心
を
有
し
て
い
た
私
に

は
、
そ
れ
ら
を
比
較
法
的
、
な
い
し
は
比
較
社
会
構
造
論
的
に
と
ら
え
直
す

視
点
を
、
今
回
の
調
査
が
与
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ボ
ン
。
ヘ
ィ
島
は
、
東
カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
一
つ
で
あ
り
、
直
径
約
二
○
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
円
形
状
の
火
山
島
で
あ
る
。
伝
統
的
に
、
こ
の
島
は
五
つ
の
首

（
１
）

長
国
・
ゥ
エ
ー
ミ
の
三
、
に
分
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
ウ
エ
ー
に
お
い

て
、
互
い
に
類
似
し
た
二
系
統
の
タ
イ
ト
ル
・
シ
ス
テ
ー
（
が
存
在
し
、
そ
の

頂
点
に
位
置
す
る
ナ
ン
マ
ル
キ
ｚ
画
言
日
君
胃
置
と
ナ
ニ
ケ
ン
ｚ
四
宮
寄
巨

の
保
有
者
が
、
こ
れ
ら
を
統
治
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
五
首
長
国
の
地
域
的
区
分
と
は
別
に
、
外
婚
規
制
を
有
す
る

二
四
の
母
系
氏
族
・
シ
ョ
ー
の
○
巨
が
全
島
に
散
住
し
て
い
る
。
現
在
、
こ

の
シ
ョ
ー
単
位
で
の
集
会
、
儀
礼
等
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
自
ら
が
ど
の

シ
ョ
ー
に
属
し
て
い
る
か
は
、
各
自
が
明
確
に
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

母
系
制
社
会
の
諸
相
ｌ
ポ
ン
。
ヘ
イ
島

林
研
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子
供
達
が
そ
の
幼
少
期
か
ら
》
自
ら
の
シ
ョ
ー
を
繰
返
し
教
え
ら
れ
て
き
た

た
め
で
あ
ろ
う
ｃ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
際
の
表
現
方
法
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
父
親
の
シ
ョ
ー
が
リ
プ
チ
ャ
ー
ン
屋
℃
言
言
、
母
親
の
そ
れ
が
シ

ョ
ー
カ
ー
ワ
ッ
ト
ざ
巨
言
急
昌
で
あ
れ
ば
、
そ
の
子
は
《
⑮
○
巨
富
急
且

ざ
三
一
昌
急
匡
一
堂
吾
ご
ご
（
「
リ
プ
チ
ャ
ー
ン
の
血
の
か
か
っ
た
シ
ョ
ー
‐
カ
ー

ワ
ッ
ト
」
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
育
つ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
の
属
す

る
シ
ョ
ー
だ
け
で
な
く
、
父
親
の
そ
れ
を
も
同
時
に
明
示
す
る
。
こ
の
事

は
、
自
ら
の
シ
ョ
ー
と
の
婚
姻
を
避
け
る
一
方
で
、
父
親
の
シ
ョ
ー
と
の
婚

姻
、
交
叉
イ
ト
コ
婚
を
奨
励
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
何
故

な
ら
ば
、
特
定
シ
ョ
ー
間
で
の
こ
れ
の
繰
返
し
は
、
地
位
、
財
産
が
そ
れ
ら

以
外
に
承
継
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
交
叉
イ
ト
コ
婚
は
、
主
と
し
て
、
ナ
ン
マ
ル
キ
や
ナ
’
一
ケ

ン
の
タ
イ
ト
ル
を
保
有
し
得
る
二
つ
の
シ
ョ
ー
間
で
、
志
向
さ
れ
て
い
た
に

す
ぎ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
父
親
の
シ
ョ
ー
名
の
子
へ
の
言
明
は
、
他

の
シ
ョ
ー
で
も
承
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
が
、
交
叉
イ
ト
コ
婚
志
向
の
み

を
意
図
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
は
当
地
の
父
系
的
拡

（
２
）

大
家
族
・
・
ヘ
ネ
イ
ネ
イ
勺
の
口
の
冒
凰
の
存
在
と
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な

（
Ｑ
Ｊ
）

か
ろ
う
か
。
杉
浦
健
一
は
、
・
ヘ
ネ
イ
ネ
イ
を
「
実
生
活
の
単
位
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
現
在
で
も
、
こ
れ
を
中
核
と
す
る
日
常
生
活
上
の
相
互
扶
助
関
係

は
顕
著
で
あ
る
。
従
っ
て
、
父
親
の
シ
ョ
ー
の
「
血
の
か
か
っ
た
」
者
と
し

て
の
認
識
を
子
に
与
え
る
こ
と
は
、
こ
の
・
ヘ
ネ
イ
ネ
イ
の
結
集
・
連
帯
関
係

維
持
の
一
契
機
と
な
ろ
う
。
帰
属
す
る
シ
ョ
ー
の
異
な
る
父
方
平
行
イ
ト
コ

と
い
え
ど
も
、
同
じ
シ
ョ
ー
の
「
血
の
か
か
っ
た
」
者
と
し
て
の
認
知
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
・
ヘ
ネ
イ
ネ
イ
も
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
は
、
母

系
氏
族
、
シ
ョ
ー
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
血

の
か
か
っ
た
」
ざ
菖
言
急
と
い
う
自
他
を
類
別
す
る
指
標
自
体
が
、
常
に

そ
れ
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
指
標
に
よ
る

類
別
化
が
、
逆
に
複
数
の
シ
ョ
ー
の
連
帯
関
係
を
も
た
ら
し
得
よ
う
。
換
言

す
れ
ば
、
各
●
ヘ
ネ
イ
ネ
イ
は
、
そ
の
成
員
の
帰
属
シ
ョ
ー
へ
の
峻
別
と
、

冒
菖
言
乏
に
よ
る
父
子
結
合
（
お
よ
び
そ
の
連
鎖
）
と
の
動
態
的
均
衡
の

な
か
で
存
続
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
シ
ョ
ー
の
視
点
に
た
て
ば
、
・
ヘ
ネ
ィ
ネ

イ
は
複
数
の
シ
ョ
ー
の
接
点
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
各
シ
ョ
ー
の
連
接
ｌ
父

子
結
合
ｌ
如
何
が
、
‐
ヘ
ネ
ィ
ネ
ィ
を
規
定
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
。
ヘ
ネ
イ
ネ
イ
の
存
在
は
、
母
系
制
と
さ
れ
て
い
る
ボ
ン

・
ヘ
イ
社
会
の
、
看
過
し
得
な
い
一
側
面
を
提
示
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
本
稿
中
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
、
す
べ
て
宍
呂
昌
の
夢
Ｆ
罰
の
信
画
己

ロ
色
目
冒
口
⑦
、
の
○
臣
》
弓
○
口
９
８
口
－
国
冒
哩
一
号
ロ
月
毎
○
コ
画
ｇ
ｏ
弓
Ｐ

目
言
己
昌
ぐ
①
国
ご
尋
①
、
の
呉
國
画
言
昌
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
清
水
昭
俊
「
石
焼
き
を
め
ぐ
る
ポ
ナ
。
へ
島
民
の
生
活
文
化
複
合
」

『
社
会
人
類
学
年
報
』
二
（
一
九
七
六
）
二
○
○
頁

（
３
）
杉
浦
健
一
「
南
洋
群
島
原
住
民
の
士
地
制
度
」
『
民
族
研
究
所
紀

要
』
第
一
冊
（
一
九
四
四
）
二
九
五
頁

（
関
東
学
院
大
．
法
社
会
学
）
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